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沖縄県の陸上交通は、バス、タクシー

那覇市を中心とする都市部においては、交通渋滞、都市機能の低下、生活環境の悪化が

大きな問題となっています。

このようなことから、那覇市と沖縄県では、交通渋滞を緩和し、健全な都市機能の維

持･発展を図るため、定時定速性が確保できる都市モノレールを導入しました。また、

地域整備として、沿線の開発を進めるとともに、交通体系の再編成を促進し、利便性の

高い公共交通ネットワークを構築します。

かつて

した。平成１５年８月１０日（道の日）に、沖縄県の軌道交通が都市モノレールという

かたちでよみがえりました。

 

（１）

湿度が

度前後の蒸し暑く長い夏と気温

て、毎年数個の台風が来襲します。

わたり強風におそわれることが多くなっています。

（２）

ます。地形は、旧市内を中心とする中央部にお

くように周辺部には小高い丘陵地帯が展開しています。

を経て東シナ海に注いでいます。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．背景と目的

沖縄県の陸上交通は、バス、タクシー

那覇市を中心とする都市部においては、交通渋滞、都市機能の低下、生活環境の悪化が

大きな問題となっています。

このようなことから、那覇市と沖縄県では、交通渋滞を緩和し、健全な都市機能の維

発展を図るため、定時定速性が確保できる都市モノレールを導入しました。また、

地域整備として、沿線の開発を進めるとともに、交通体系の再編成を促進し、利便性の

高い公共交通ネットワークを構築します。

かつて、沖縄県にも軽便鉄道と沖縄電気軌道（ちんちん電車）いう軌道交通がありま

した。平成１５年８月１０日（道の日）に、沖縄県の軌道交通が都市モノレールという

かたちでよみがえりました。

（１） 那覇市の気候

熱帯モンスーン地帯に属する沖縄の気候は、四季を通じて平均気温

湿度が 77%

度前後の蒸し暑く長い夏と気温

春から夏にかけては雨量が比較的多く、夏から秋には熱帯低気圧の通過路となっ

て、毎年数個の台風が来襲します。

特に、沖縄近海が台風の進路変更点になっているため、台風通過の際、長時間に

わたり強風におそわれることが多くなっています。

（２） 那覇市の地理的特徴

本市は、西方に東シナ海を擁し南北

ます。地形は、旧市内を中心とする中央部にお

くように周辺部には小高い丘陵地帯が展開しています。

また、市内を東から西に国場川と安里川が流れ、前者は那覇ふ頭、後者は泊ふ頭

を経て東シナ海に注いでいます。
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◆モノレール構造物の劣化状況

区分「Ⅲ」）は認められず、概ね健全です。現状では、ゆいレールのインフ

おける劣化の中心は、鋼部材の防食機能の劣化･腐食です。
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